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難付着性基材用塗料

ＡＸＩＳⅢ（Ｎ）

材料界における最近の動向は汎用材料から機能性材料の展開であり、更にリサ
イクルを視野に入れた材料開発であると考えられています。新素材、新材料には
二つの場合があり、ひとつはこれまで市場に全く存在しなかったもので、天然あ
るいは人工的に造りだされてその価値が認められたものであります。もうひとつ
は、既存の材料をなんらかの方法で改質、改良し新しい価値が付与されたもので
あります。

これらによって開発された材料によるもの造りには塗装するものが必ずあります
が、塗装、塗料の目的は「素材の保護・美観」であることは不変の宿命でありま
す。我々塗料メーカーではこうした新素材、新材料の開発動向を常に視野に入れ、
それらに対応した塗料開発に着手していなければなりません。

弊社ではこれらを「難付着性素材」と称し、強靭な付着性と表面特性を備えた１
コート塗料「ＡＸＩＳⅢ（Ｎ）」の開発に成功いたしました。

特 徴

 非鉄金属への付着性に優れています。（Ｍｇ合金、アルミニウム、ＳＵＳ等）

 ｴﾎﾟｷｼ系塗料に匹敵する耐蝕性を発揮します。

 各種有機材料（プラスチック）に密着します。

 塗膜硬度に優れ、耐摩耗性、耐傷付性に優れます。

 溶剤性に優れるため携帯機器等の塗装に最適です。

 巾広い乾燥条件で塗膜を形成します。

 可使時間が長く塗装作業性に優れます。



【 適応素材 】

（１） 非鉄金属類

◆ マグネシウム合金（ＡＺ９１Ｄ；リン酸マンガン処理皮膜）

◆ アルミニウム（Ａ１０５０Ｐ）

◆ ステンレス（ＳＵＳ４３０、ＳＵＳ３０４；エッチング処理）

（２） 有機系素材

◆ ＡＢＳ

◆ ＰＭＭＡ

◆ ＰＰＳ

（３） 無機系素材

◆ ガラス（ＧＬ硬化剤仕様）

[硬化剤種別による各素材密着性]

一次付着性及び二次付着性（耐湿試験：温度50℃、RH98％以上 5日間）

＊本項目は付着性を保証するものではなく、弊社で付着性が確認されたものです。御使用に際し
ては十分な試験を実施することを推奨いたします。

【 塗装仕様 】

◆ 塗 装 方 法  ； エアースプレー塗装

◆ ガ ン 口 径     ；   φ１．３～１．５㎜

◆ 混 合 比         ；   主剤：硬化剤：シンナー＝４：１：２～４（重量比）

◆ 希釈シンナー  ；   ９３２シンナー

◆ 希 釈 粘 度     ；   １１～１３秒（イワタカップＮＫ－２）

◆ 霧化エアー圧  ；   ２．０～４．０㎏／㎝3

◆ セッティング  ；   ５分以上

◆ 乾 燥 温 度     ；   ６０～１５０℃×２０～３０分

◆ 標 準 膜 厚     ；  １０～２５μ（クリヤーの場合は１０μ程度で十分な性能を発揮できます)

◆ 可 使 時 間 ; AXISⅢ（N）硬化剤 8時間 （液温２０℃）

     AXISⅢ（N）GL硬化剤 2時間 (液温２０℃）

硬化剤種 AZ91D A1050P SUS430 ABS PMMA PPS ガラス

AXISⅢ（N）硬化剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

GL硬化剤 ○ × × ○ ○ ○ ○



【 塗膜性能表 】

【 使用上の注意 】

⚫ 本塗料は２液型塗料です。主剤と硬化剤は重量比で調合してください。

⚫ 可使時間がありますのでゲル化していなくても次の日に持ち越さないでください。

⚫ 硬化剤は水分と反応性があります。長時間開栓したまま放置しますと硬化剤が白

  濁する場合があります。

⚫ 付着性は加熱により安定しますので支障のないかぎり高い温度で乾燥させてくだ

     さい。

⚫ 耐溶剤性及び耐薬品性は4日以上の放置時間をおいて発揮されます。

試験項目 試験成績 試験方法及び試験条件

膜厚測定 ２５～３０μ ペイントインジェクションゲージ

塗膜硬度 ４Ｈ 三菱ユニ鉛筆塗膜剥離硬度測定

一次付着性試験 １００／１００ 碁盤目クロスカットセロテープ剥離試験(1㎜巾）

耐水性試験 １００／１００ 常温水道水浸漬１２０時間後付着性試験

耐湿性試験 １００／１００ 50℃、RH98％以上連続放置１２０時間後付着性試験

耐溶剤性試験 ＞４００ ｷｼﾚﾝﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験、加重１Kg 素地露出回数

耐傷付性試験 ＞１００ 砂消しｺﾞﾑﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験、加重１Kg 素地露出回数

沸騰水性試験 １００／１００ 沸騰水５時間浸漬後付着性試験

耐候性試験
色差⊿E１．５以内
光沢保持率95％以内

ＱＵＶ試験 １２００時間

耐塩水噴霧試験 剥離巾１．０㎜以内 ３５℃、５％ＮａＣｌ噴霧、連続１０００時間

➢ 素 材 ； ＳＵＳ３０４

➢ 素地処理 ； エッチング処理

➢ 乾燥条件 ； ７０℃×３０分（試験開始４日後）

➢ 色 調 ； 白
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